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はじめに

港まちづくり協議会では、江川線街路樹の再生をテーマにした

ワークショップを開催中です。全5回のワークショップは、現在

第3回目を終えて、ビジョン草案が上がってきたところ。ここで

は、ワークショップの参加者だけでなく、地域の皆さんのご意

見も伺いたく、パブリックコメント（皆さんのご意見）を募集

します。資料は、①これまでのワークショップの概要紹介編、

②ビジョン草案編、③資料編に別れています。じっくりお目通

しいただき、お気づきの点があれば、港まちづくり協議会事務

局までご連絡ください。どうぞよろしくお願いします。
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①これまでのワークショップの概要紹介編

昭和44年（1969） 市電廃止
↓                                                 

昭和46年（1971） 地下鉄開通

↓
昭和55年（1980） 地区総合整備事業検討開始

↓ ◉都市計画道路江川線の拡幅・緑道整備

昭和61年（1986） 整備計画決定
↓

平成元年（1989） デザイン博覧会
↓

平成 3年（1991） 再開発事業完了
↓

平成20年（2008） 名古屋市要望事業始動
↓

令和 2年（2020） 現在

江川線道路の拡幅
街路樹の植樹がスタート

樹齢およそ50年に及ぶ
街路樹も散見される！

◉江川線街路樹の沿革
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植樹からおよそ50年を経て、大木化した江川線街路樹は、根

上がり、野鳥の糞害、管理コストの増大などの問題を抱えて

います。これに対し、港まちづくり協議会では、名古屋市に

要望する事業の中で、そうした街路樹の維持管理の推進を

図ってきました。

①これまでのワークショップの概要紹介編

◉江川線街路樹の課題
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しかしながら、港まちづくり協議会の原資である環境整備協力費
は、この10年でおよそ半減、著しい逓減傾向にあります。近い

将来には、江川線街路樹を維持管理する予算を打ち切らざるを
えないのが現状といえます。

来年はここ！

※■は、2016〜2020までの減額平均から割り出した予測値。

①これまでのワークショップの概要紹介編

◉江川線街路樹の課題
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①これまでのワークショップの概要紹介編

◉名古屋市の街路樹再生指針

一方、名古屋市ではこれまでの街路樹管理を見直し、安全性の確保や

管理コストの縮減などを鑑みた質の向上を目指す方針を示しています。 7



①これまでのワークショップの概要紹介編

◉将来に向けての対策を考える

2020年現在から思案・着手していかないと、
2024年以降には江川線の維持管理費がショー
トしてしてしまう可能性がある。

名古屋市に要望する内容を「選択」し、将来的
な維持管理費を削減できる取り組みに「集中」
したい。

皆さんどうですか？

課
題

対
策

将来を見越した計画づくりが求められています。
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第1回 ・ワークショップの趣旨について理解する。
・参加者同士が知り合う。

第2回 ・江川線樹木の現状を把握する。
・江川線樹木の課題と疑問を明らかにする。

第3回 ・江川線樹木の将来計画についてアイデアを出し合う。
・実現可能性について検討する。

第4回
・パブリックコメントの結果を共有する。
・江川線の将来像、これからの
取り組みについての具体策を検討する。

第5回 これまでのワークショップの結果をふりかえり、次年度
以降の取り組みについて確認する。

公募で集まった参加者と全5回のワークショップを経て、江川線街路樹の

再生ビジョンを描きます。現在は、3回目が終了したところです。

①これまでのワークショップの概要紹介編

◉「江川線街路樹再生」をみんなで議論する

9



地域、企業、行政から総勢20名を超えるメンバーに

お集まりいただき、江川線街路樹に関するさまざま
なご意見をいただきました。

①これまでのワークショップの概要紹介編

◉第1回：現状と将来への期待について意見交換
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2つのグループに分かれて、江川線を実際に歩き、現状確認をしま

した。その後は、フィールドワークを踏まえた意見交換を行い、

議論を深めました。

①これまでのワークショップの概要紹介編

◉第2回：江川線フィールドワーク
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道路空間の活用事例として長者町の「みちにわSDGsマルシェ」の

取り組みについて学び、第2回までの議論を踏まえた江川線街路樹

再生ビジョンの草案について意見交換を行いました。

①これまでのワークショップの概要紹介編

◉第3回：草案についての意見交換
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②ビジョン草案編

◎目標：
街を再生するための

きっかけをつくる

これまでに行った3回のワークショップを経て、江川線街路樹再生
ビジョンの草案をまとめました。
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②ビジョン草案編

◉江川線街路樹再生と活用への草案

〇 □＋＋ ＝

◎目標：

江川線内に
環境・安全
に配慮した
イベントス
ペースを創
出

定期的に特
色あるマー
ケットを開
催し、賑わ
いイベント
を継続的に
実施

クチコミ、

情報発信、
PR等を促進
して、取組の
支援者や来街
者を増やす

街を再生するためのきっかけをつくる

港まちづくり協議会のビジョンに照らし「暮らす・集う・創る」の
事業と連携し、江川線を活用したにぎわいづくりを目指します。
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②ビジョン草案編

遊びに来る人

活動する人

商売する人

住む人らの増加

港まちに

関心を持つ

来街者との

交流を増やす

◎将来イメージ

江川線街路樹を整備し、街のメインストリートにさまざまな「人」
を呼び込む事業を展開していきます。遊びに来る人、活動する人、
商売をする人。。。さまざまな形で港まちに関わる人を増やし、
継続したにぎわいづくりを目指します。

街路樹の整備に合わせて…にぎわいづくりを！
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②ビジョン草案編

港まちづくり協議会では、地域内外の方々と協力したマーケットイベント
を開催しています。これまでは、単発的な取組でしたが、少しずつ回数を
増やしながら、定期的な開催を目指しています。商売に限らず、活動紹介
であったり、アートや音楽を楽しめる催しにも育てていけたらと考えてい
ます。これから江川線の整備が進めば、そこには想いのある人々を受け入
れるためのが新たな場が誕生します。その場を地域の皆さんと一緒に育て
ていければと思います。 16



草案について（１）

港まちづくり協議会は、街路樹の再生をきっかけに、再生後の江川線のにぎわいづ

くりに取り組んでいきたいと考えています。江川線の活用と街路樹の再生を港まち

のにぎわいづくりの両輪と捉え、以下のような案を考えました。

◉「概ねの街路樹（ケヤキ）は、伐採、間引く、低木に植え替える」

大木化・密集化した街路樹は、根上がりや大量の落ち葉、野鳥の糞害という問題を

生み出しています。維持管理費の削減、災害リスクの軽減という点からも、現在の

街路樹は伐採、あるいは間引き、低木に植え替えます。

②ビジョン草案編
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◉エリアコンセプト（マーケット・憩い・ライブイベント等）の設定

築地口駅と名古屋港駅周辺は、人の往来が日常的にあるエリアといえるので、マー

ケットなどを開催し、にぎわいを創り出すエリアとして活用します。一方、三菱

UFJ銀行から港橋広場公園までの中間エリアは、にぎわいをつなぎながらくつろげ

る憩いのエリアとして、ライブイベント等が余裕を持って行えるエリアとして活用

していきます。

草案について（2）

※現状では、江川線を通行止めにするのではなく、あくまでも歩道を活用したイベントの
開催を想定しています。

②ビジョン草案編
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◉エリアコンセプトに合わせたスペースの活用方法を検討

道路整備、施設整備を優先させることは、更なる費用の確保が求められるため、

実現可能性を低下させてしまうことにもなりかねません。長期的な計画を計りつつ、

整備は最小限に留め、現状の道路や施設を活かしたスペースの活用方法を検討して

いきます。

◉管理組織・団体・チーム等を検討

街路樹や植栽、ハーブガーデンの維持管理、マーケットやイベントの運営において、

地元、近隣企業、出店者などで構成される運営チームを組織し、江川線のまちづく

りに関わるメンバーを増やしていきます。

草案について（3）

②ビジョン草案編
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第3回ワークショップでは草案に対して次のようなご意見を頂きました。

● 密集していたり、樹形の乱れ、根上がりなどあり、木も不健康なので

伐採は必要。

● 間引いても日陰、西日への配慮があると良い。

● サクラ、花の咲く木、季節を感じられる木に植え替えると良いのでは。

果樹や実のなる木はどうか。

● エリアごとに植栽を変えると歩くのが楽しめるようになるかも。

● ハーブガーデンを増やし、ハーブを活用していくと良いのでは。

● 伐採した木を活用したベンチを住民の手で作って設置しては？

● 港まちならでは、港に来ないとないものを創り出す。インスタ映えス

ポットなど。

● カフェ、酒場などがあると盛り上がるのでは。

● マルシェは買い物難民の解消にもなる。木陰やベンチもあると良い。

● イベントがない時でも淋しくない雰囲気、きれいな街を保ちたい。

● 住民や学生が関わりやすい仕組みを作っては？

● 小学校、水族館、愛護会と連携しては？

②ビジョン草案編
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みなさまのご意見をお聞かせください。

※パブリック・コメントでは、街路樹の再生について、江川線の活用について

のご意見やアイデアを自由にお書きください。

※頂いたご意見は第4回ワークショップで共有させて頂きます。

※ご回答は、無記名で結構です。ただし、お住まいの地区名（名港、入船、

浜×丁目など）をご記入いただけますと幸いです。また任意ですが、引き

続きヒアリング等にご協力頂ける方は、お名前、ご連絡先 （電話番号や

電子メールアドレス）をご記入ください。

電子メールでの送付の際は、以下までお送りください。

info@minnatomachi.jp

締め切りは2021年1月22日（金）までです。
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港まちづくり協議会は、地域内外に誇れる「なごやのみ（ん）なとまち」

を目指し、2006年より名古屋の港まちエリアで、住民と行政の協働に

よるまちづくり活動を行っている団体です。

③資料編



港まちづくり協議会はボートピア名古屋の売り上げの1%を「港まち活性

化補助金」として名古屋市から受け取り活動を行っています。

港まちづくり協議会事務局が直接実施する「協議会事業」と、道路整備や

公共サービスの充実など、名古屋市に要望して実施する「名古屋市要望事

業」の2つの事業を行っています。
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協議会事業では、「暮らす、集う、創る」をテーマに防災、子育て、

ガーデンプロジェクトなどの各種のコミュニティ活動、魅力・にぎわい

づくり、アートプログラムなど、さまざまな事業を展開しています。
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港まちづくり協議会のビジョン（2019-2024）は、以下のURLからご覧いただけます。
http://minnatomachi.jp/about/pdf/visionbook.pdf



名古屋市の街路樹再生指針
再生の方針

③資料編
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名古屋市街路樹再生指針の全文は以下のURLよりご覧いただけます。
https://www.city.nagoya.jp/ryokuseidoboku/page/0000072452.html
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名古屋市は平成27年に策定した「街路樹再生指針」の中で、今後の街路樹の管

理に対して、都市の緑化（量の拡大）から、安全性の確保や管理コストの縮減

など質の向上を目指す方針を示しています。
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江川線街路樹再生ビジョンへの
パブリックコメント募集について

こちらの資料をよくご覧
いただき、ご意見をお寄
せください。投稿方法は、
付箋のある21ページをご
覧ください。

お問い合わせ

港まちづくり協議会
担当：古橋
電話：０５２−６５４−８９１１
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